
   

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮称
かしょう

）における暴力団
ぼうりょくだん

排除
はいじょ

条項
じょうこう

について 

                    総合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

 委員
いいん

 田中
たなか

伸明
のぶあき

 

 

１ 暴力団
ぼうりょくだん

関係者
かんけいしゃ

を含
ふく

む「反社会的
はんしゃかいてき

勢力
せいりょく

」への対抗
たいこう

の動
うご

き 

 現 在
げんざい

、「反社会的
はんしゃかいてき

勢力
せいりょく

」という言葉
ことば

が用
もち

いられるようになり、このような「反社会的
はんしゃかいてき

勢力
せいりょく

」の活動
かつどう

を抑
おさ

え込
こ

む動
うご

きが活発化
かっぱつか

しています。この「反社会的
はんしゃかいてき

勢力
せいりょく

」には、

暴力団
ぼうりょくだん

構成員
こうせいいん

、準構成員
じゅんこうせいいん

、暴力団
ぼうりょくだん

関係
かんけい

企業
きぎょう

、暴力団
ぼうりょくだん

共生者
きょうせいしゃ

などが含
ふく

まれるとされて

います（警察庁
けいさつちょう

「組織
そしき

犯罪
はんざい

対策
たいさく

要綱
ようこう

」（平 成
へいせい

１６年
ねん

１０月
がつ

２５日
にち

））。 

 このような「反社会的
はんしゃかいてき

勢力
せいりょく

」、特
とく

に暴力団
ぼうりょくだん

関係
かんけい

企業
きぎょう

は、これまで、建設
けんせつ

分野
ぶんや

など、

予算
よさん

が大
おお

きく配 分
はいぶん

される分野
ぶんや

において、事業
じぎょう

主体
しゅたい

として入
はい

り込
こ

み、資金
しきん

獲得
かくとく

の手段
しゅだん

と

してきました。そこで、各分野
かくぶんや

では、建設業法
けんせつぎょうほう

や、廃棄物処
はいきぶつしょ

理法
り ほ う

などにおいて暴力団
ぼうりょくだん

排除
はいじょ

条項
じょうこう

を制定
せいてい

しており、最近
さいきん

では債権
さいけん

管理
かんり

回収業
かいしゅうぎょう

に関
かん

する特別
とくべつ

措置法
そち ほ う

（いわゆる

サービサー法
さ ー び さ ー ほ う

）において、暴力団
ぼうりょくだん

排除
はいじょ

条項
じょうこう

が定
さだ

められるに至
いた

っています（以下
い か

に参考
さんこう

法令集
ほうれいしゅう

を添
そう

付
ふ

します）。 

 また、昨今
さっこん

、「反社会的
はんしゃかいてき

勢力
せいりょく

」の活動
かつどう

に対抗
たいこう

するため、各都道府県
かくとどうふけん

において、

暴力団
ぼうりょくだん

排除
はいじょ

条例
じょうれい

の制定
せいてい

が進
すす

み、近
ちか

く４７都道府県
とどうふけん

全
すべ

てに制定
せいてい

される見込
み こ

みとなって

います。 

 

２ 社会
しゃかい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

における暴力団
ぼうりょくだん

排除
はいじょ

の必要性
ひつようせい

 

 このような社会
しゃかい

情勢
じょうせい

の中
なか

、社会
しゃかい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

においても、今後
こんご

予算
よさん

の増加
ぞうか

が予想
よそ う

されて

おり、暴力団
ぼうりょくだん

関係
かんけい

企業
きぎょう

が「指定事
していこと

業者
ぎょうしゃ

」などとして入
はい

り込
こ

まないよう、法制上
ほうせいじょう

も配慮
はいりょ

して

いく必要
ひつよう

があると考
かんが

えます。 

 実際
じっさい

にも、生 活
せいかつ

保護
ほ ご

分野
ぶんや

では、生 活
せいかつ

保護
ほ ご

受給者
じゅきゅうしゃ

を囲
かこ

い込
こ

んだ上
うえ

で、保護費
ほ ご ひ

の

大部分
だいぶぶん

を手中
しゅちゅう

にするという方法
ほうほう

により、暴力団
ぼうりょくだん

関係
かんけい

企業
きぎょう

が資金
しきん

源
げん

としているという報道
ほうどう

がなされることもあり、注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。 

 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第 1 5 回
だい  かい

 

H23.6.23 参 考
さんこう

資 料
しりょう

１ 

田 中
たなか

伸 明
のぶあき

委 員
いいん

提 出
ていしゅつ

資 料
しりょう

 



３ 総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮称
かしょう

）における暴力団
ぼうりょくだん

排除
はいじょ

条項
じょうこう

 

 総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

では、具体的
ぐたいてき

にどのような制度
せいど

設計
せっけい

になるのかは、まだ不確定
ふかくてい

ですが、

現行
げんこう

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の「指定事
し て い じ

業者
ぎょうしゃ

」（自立
じりつ

支援法
しえんほう

３６条
じょう

１項
こう

、３項
こう

）のような形
かたち

になるのであ

れば、都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

の指定
してい

を受
う

けることができる事
じ

業者
ぎょうしゃ

の要件
ようけん

として、暴力団
ぼうりょくだん

排除
はいじょ

条項
じょうこう

を定
さだ

める必要
ひつよう

があると考
かんが

えます。具体的
ぐたいてき

には、① 「指定
してい

」の場面
ばめん

と、② 指定後
し て いご

に

暴力団
ぼうりょくだん

関係者
かんけいしゃ

が入
はい

り込
こ

んだ場合
ばあい

に備
そな

えての「指定
してい

の取消
と り け

し」の場面
ばめん

の、２つの場面
ばめん

で

規定
きてい

を定
さだ

めることが適切
てきせつ

であると考
かんが

えます。 

                  以上
いじょう

 



＞ 参考
さんこう

法令集
ほうれいしゅう

 

 

＊ 債権
さいけん

管理
かんり

回収業
かいしゅうぎょう

に関
かん

する特別
とくべつ

措置法
そち ほ う

 

（平 成
へいせい

十年
じゅうねん

十月
じゅうがつ

十六日
じゅうろくにち

法律
ほうりつ

第百二十六号
だいひゃくにじゅうろくごう

） 

 

（営業
えいぎょう

の許可
きょか

）  

第三条
だいさんじょう

  債権
さいけん

管理
かんり

回収業
かいしゅうぎょう

は、法務
ほうむ

大臣
だいじん

の許可
きょか

を受
う

けた株式
かぶしき

会社
かいしゃ

でなければ、営
いとな

むことができない。  

 

（許可
きょか

の申請
しんせい

）  

第四条
だいよんじょう

  前条
ぜんじょう

の許可
きょか

を受
う

けようとする者
もの

は、次
つぎ

に掲
かか

げる事項
じ こ う

を記載
きさい

した許可
きょか

申
しん

請書
せいしょ

を法務
ほうむ

大臣
だいじん

に提
てい

出
しゅつ

しなければならない。  

   （以下
い か

、略
りゃく

） 

 

許可
きょか

の基準
きじゅん

）  

第五条
だいごじょう

  法務
ほうむ

大臣
だいじん

は、前条
ぜんじょう

の規定
きてい

による許可
きょか

の申請
しんせい

があったときは、許可
きょか

申請者
しんせいしゃ

が 

次
つぎ

の各号
かくごう

のいずれかに該当
がいとう

する場合
ばあい

を除
のぞ

き、第三条
だいさんじょう

の許可
きょか

をしなければならない。  

・・・ 

五
ご

  暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

による不当
ふと う

な行為
こ うい

の防止
ぼうし

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

 （平 成
へいせい

三年
さんねん

法律
ほうりつ

第七十七号
だいななじゅうななごう

） 

第二条
だいにじょう

第六号
だいろくごう

 に規定
きてい

する暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

（以下
い か

この号
ごう

において「暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

」という。）又
また

 

は暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

でなくなった日
ひ

から五年
ごねん

を経過
けいか

しない者
もの

（以下
い か

「暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

等
とう

」という。） 

がその事業
じぎょう

活動
かつどう

を支配
しはい

する株式
かぶしき

会社
かいしゃ

  

六
ろく

  暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

等
とう

をその業務
ぎょうむ

に従事
じゅうじ

させ、又
また

はその業務
ぎょうむ

の補助者
ほじょしゃ

として使用
し よ う

するおそ 

れのある株式
かぶしき

会社
かいしゃ

  

七
しち

  取締役
とりしまりやく

若
も

しくは執行役
しっこうやく

（相談役
そうだんやく

、顧問
こもん

その他
た

いかなる名称
めいしょう

を有
ゆう

する者
もの

であるか 

を問
と

わず、会社
かいしゃ

に対
たい

し取締役
とりしまりやく

又
また

は
しっ

執行役
しっこうやく

と同等
どうとう

以上
いじょう

の支配力
しはいりょく

を有
ゆう

するものと認
みと

めら



れ 

る者
もの

を含
ふく

む。）又
また

は監査役
かんさやく

（以下
い か

この号
ごう

において「役員
やくいん

等
とう

」という。）のうちに次
つぎ

の 

いずれかに該当
がいとう

する者
もの

のある株式
かぶしき

会社
かいしゃ

 

・・ 

ホ
ほ

 債権
さいけん

の管理
かんり

又
また

は回収
かいしゅう

に関
かん

し、刑法
けいほう

 （明治
めいじ

四十年
よんじゅうねん

法律
ほうりつ

第四十五号
だいよんじゅうごごう

）、暴力
ぼうりょく

行為
こ うい

等
とう

 

処罰
しょばつ

に関
かん

する法律
ほうりつ

（大正
たいしょう

十五年
じゅうごねん

法律
ほうりつ

第六十号
だいろくじゅうごう

）、貸金業法
かしきんぎょうほう

 若
も

しくは暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

によ

る 

不当
ふと う

な行為
こ うい

の防止
ぼうし

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

 又
また

はこれらに相当
そうとう

する外国
がいこく

の法令
ほうれい

により罰金
ばっきん

の

刑
けい

 

（これに相当
そうとう

する外国
がいこく

の法令
ほうれい

による刑
けい

を含
ふく

む。）に処
しょ

せられ、その刑
けい

の執行
しっこう

を終
お

わり 

、又
また

はその刑
けい

の執行
しっこう

を受
う

けることがなくなった日
ひ

から五年
ごねん

を経過
けいか

しない者
もの

 

ヘ
へ

 暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

等
とう

 

 

（許可
きょか

の取消
と り け

し等
とう

）  

第二十四条
だいにじゅうよんじょう

  法務
ほうむ

大臣
だいじん

は、債権
さいけん

回収
かいしゅう

会社
かいしゃ

が次
つぎ

の各号
かくごう

のいずれかに該当
がいとう

するとき

は、第三条
だいさんじょう

の許可
きょか

を取
と

り消
け

し、又
また

は六月
ろくつき

以内
いない

の期間
きかん

を定
さだ

めてその業務
ぎょうむ

の全部
ぜんぶ

若
わか

しくは

一部
いちぶ

の停止
ていし

を命
めい

ずることができる。  

一
いち

  第五条
だいごじょう

各号
かくごう

のいずれかに該当
がいとう

することとなったとき。  

    （以下
い か

、略
りゃく

） 

 

＊ 建設業法
けんせつぎょうほう

 

（昭和
しょうわ

二十四年
にじゅうよんねん

五月
ごがつ

二十四日
にじゅうよっか

法律
ほうりつ

第百号
だいひゃくごう

） 

 

第八条
だいはちじょう

 

 国土
こ く ど

交通
こうつう

大臣
だいじん

又
また

は都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

は、許可
きょか

を受
う

けようとする者
もの

が次
つぎ

の各号
かくごう

のいずれか

（許可
きょか

の更新
こうしん

を受
う

けようとする者
もの

にあつては、第一号
だいいちごう

又
また

は第七号
だいしちごう

から第十一号
だいじゅういちごう

までの



いずれか）に該当
がいとう

するとき、・・許可
きょか

をしてはならない。 

・・ 

八
はち

 この法律
ほうりつ

、建設工事
けんせつこうじ

の施工若
せ こ う も

しくは建設
けんせつ

工事
こ う じ

に従事
じゅうじ

する労働者
ろうどうしゃ

の使用
し よ う

に関
かん

する

法令
ほうれい

の規定
きてい

で政 令
せいれい

で定
さだ

めるもの若
も

しくは暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

による不当
ふと う

な行為
こ うい

の防止
ぼうし

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平 成
へいせい

三年
さんねん

法律
ほうりつ

第七十七号
だいしちじゅうしちごう

）の規定
きてい

（同法
どうほう

第三十二条
だいさんじゅうにじょう

の二
に

第七項
だいななこう

の規定
きてい

を除
のぞ

く。）に違反
いはん

したことにより、・・罰金
ばっきん

の刑
けい

に処
しょ

せられ、その刑
けい

の執行
しっこう

を終
お

わり、又
また

は

その刑
けい

の執行
しっこう

を受
う

けることがなくなつた日
ひ

から五年
ごねん

を経過
けいか

しない者
もの

 

・・ 

十
じゅう

 法人
ほうじん

でその役員
やくいん

又
また

は政 令
せいれい

で定
さだ

める使用人
しようにん

のうちに、・・第六号
だいろくごう

から第八号
だいはちごう

まで

のいずれかに該当
がいとう

する者
もの

・・のあるもの 

十一
じゅういち

 個人
こじん

で政 令
せいれい

で定
さだ

める使用人
しようにん

のうちに、・・第六号
だいろくごう

から第八号
だいはちごう

までのいずれかに

該当
がいとう

する者
もの

・・のあるもの 

 

 

 

 

 

＊ 廃棄物
はいきぶつ

の処理
し ょ り

及
およ

び清掃
せいそう

に関
かん

する法律
ほうりつ

 

（昭和
しょうわ

四十五年
よんじゅうごねん

十二月
じゅうにがつ

二十五日
にじゅうごにち

法律
ほうりつ

第百三十七号
だいひゃくさんじゅうななごう

） 

 

（産業
さんぎょう

廃棄物
はいきぶつ

処理業
しょりぎょう

） 

第十四条
だいじゅうよんじょう

 

 産業
さんぎょう

廃棄物
はいきぶつ

・・の収集
しゅうしゅう

又
また

は運搬
うんぱん

を 業
なりわい

として行
おこな

おうとする者
もの

は、当 該 業
とうがいなりわい

を行
おこな

おうと

する区域
くいき

・・を管 轄
かんかつ

する都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

の許可
きょか

を受
う

けなければならない。（以下
い か

、略
りゃく

） 

・・ 

５ 都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

は、第一項
だいいちこう

の許可
きょか

の申請
しんせい

が次
つぎ

の各号
かくごう

に適
てき

合
ごう

していると認
みと

めるときで

なければ、同項
どうこう

の許可
きょか

をしてはならない。 



・・ 

二
に

 申請者
しんせいしゃ

が次
つぎ

のいずれにも該当
がいとう

しないこと。 

  イ
い

 （略
りゃく

） 

  ロ
ろ

 暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

による不当
ふと う

な行為
こ うい

の防止
ぼうし

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

第二条
だいにじょう

第六号
だいろくごう

に規定
きてい

する

暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

（以下
い か

この号
ごう

において「暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

」という。）又
また

は暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

でなくなつた日
ひ

か

ら五年
ごねん

を経過
けいか

しない者
もの

（以下
い か

この号
ごう

において「暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

等
とう

」という。）  

  ハ
は

 営業
えいぎょう

に関
かん

し成年者
せいねんしゃ

と同一
どういつ

の行為
こ うい

能力
のうりょく

を有
ゆう

しない未成年者
みせいねんしゃ

でその法定
ほうてい

代理人
だいりにん

がイ
い

又
また

はロ
ろ

のいずれかに該当
がいとう

するもの  

  ニ
に

 法人
ほうじん

でその役員
やくいん

又
また

は政 令
せいれい

で定
さだ

める使用人
しようにん

のうちにイ
い

又
また

はロ
ろ

のいずれかに

該当
がいとう

する者
もの

のあるもの  

  ホ
ほ

 個人
こじん

で政 令
せいれい

で定
さだ

める使用人
しようにん

のうちにイ
い

又
また

はロ
ろ

のいずれかに該当
がいとう

する者
もの

のあるも

の 

  ヘ
へ

 暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

等
とう

がその事業
じぎょう

活動
かつどう

を支配
しはい

する者
もの

 

 

（許可
きょか

の取消
と り け

し） 

第十四条
だいじゅうよんじょう

の三
さん

の二
に

 

 都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

は、産業
さんぎょう

廃棄物
はいきぶつ

収集
しゅうしゅう

運搬
うんぱん

業者
ぎょうしゃ

又
また

は産業
さんぎょう

廃棄物
はいきぶつ

処分
しょぶん

業者
ぎょうしゃ

が次
つぎ

の各号
かくごう

のいずれかに該当
がいとう

するときは、その許可
きょか

を取
と

り消
け

さなければならない。 

一
いち

 ・・第十四条
だいじゅうよんじょう

第五項
だいごこう

第二号
だいにごう

ロ
ろ

若
も

しくはヘ
へ

に該当
がいとう

するに至
いた

つたとき。 

二
に

 第十四条
だいじゅうよんじょう

第五項
だいごこう

第二号
だいにごう

ハ
は

からホ
ほ

まで・・に該当
がいとう

するに至
いた

つたとき。 

三
さん

 （略
りゃく

） 

四
よん

 第十四条
だいじゅうよんじょう

第五項
だいごこう

第二号
だいにごう

イ
い

又
また

はハ
は

からホ
ほ

までのいずれかに該当
がいとう

するに至
いた

つたとき

（前
ぜん

三号
さんごう

に該当
がいとう

する場合
ばあい

を除
のぞ

く。）。 

・・ 

 

＊ 警備業法
けいびぎょうほう

 

（昭和
しょうわ

四十七年
よんじゅうしちねん

七月
しちがつ

五日
いつか

法律
ほうりつ

第百十七号
だいひゃくじゅうしちごう

） 



 

（警備業
けいびぎょう

の要件
ようけん

） 

第三条
だいさんじょう

 

 次
つぎ

の各号
かくごう

のいずれかに該当
がいとう

する者
もの

は、警備業
けいびぎょう

を営
いとな

んではならない。 

・・ 

四
よん

 集団的
しゅうだんてき

に、又
また

は常習的
じょうしゅうてき

に暴力的
ぼうりょくてき

不法
ふほう

行為
こ うい

その他
た

の罪
つみ

に当
あ

たる違法
いほう

な行為
こ うい

で

国家
こっか

公安
こうあん

委員会
いいんかい

規則
きそ く

で定
さだ

めるものを行
おこな

うおそれがあると認
みと

めるに足
た

りる相当
そうとう

な理由
り ゆ う

があ

る者
もの

 

五
ご

 暴力
ぼうりょく

団員
だんいん

による不当
ふと う

な行為
こ うい

の防止
ぼうし

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平 成
へいせい

三年
さんねん

法律
ほうりつ

第七十七号
だいしちじゅうしちごう

）第十二条
だいじゅうにじょう

若
も

しくは第十二条
だいじゅうにじょう

の六
ろく

の規定
きてい

による命令
めいれい

又
また

は同法
どうほう

第十二条
だいじゅうにじょう

の四
よん

第二項
だいにこう

の規定
きてい

による指示
し じ

を受
う

けた者
もの

であつて、当該
とうがい

命令
めいれい

又
また

は指示
し じ

を受
う

けた日
ひ

か

ら起算
きさん

して三年
さんねん

を経過
けいか

しないもの 

・・ 

十
じゅう

 法人
ほうじん

でその役員
やくいん

・・のうちに第一号
だいいちごう

から第七号
だいしちごう

までのいずれかに該当
がいとう

する者
もの

があ

るもの  

十一
じゅういち

 第四号
だいよんごう

に該当
がいとう

する者
もの

が出資
しゅっし

、融資
ゆ うし

、取引
とりひき

その他
た

の関係
かんけい

を通
つう

じてその事業
じぎょう

活動
かつどう

に支配的
しはいてき

な影響力
えいきょうりょく

を有
ゆう

する者
もの

 

 

＊ 風俗
ふうぞく

営業
えいぎょう

等
とう

の規制
きせい

及
およ

び業務
ぎょうむ

の適正化
てきせいか

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

 

（昭和
しょうわ

二十三年
にじゅうさんねん

七月
しちがつ

十日
とおか

法律
ほうりつ

第百二十二号
だいひゃくにじゅうにごう

） 

 

（営業
えいぎょう

の許可
きょか

） 

第三条
だいさんじょう

 

 風俗
ふうぞく

営業
えいぎょう

を営
いとな

もうとする者
もの

は、風俗
ふうぞく

営業
えいぎょう

の種別
しゅべつ

・・に応
おう

じて、営業所
えいぎょうじょ

ごとに、当該
とうがい

営業所
えいぎょうじょ

の所在地
しょざいち

を管轄
かんかつ

する都道府県
とどうふけん

公安
こうあん

委員会
いいんかい

・・の許可
きょか

を受
う

けなければならない。 

 

（許可
きょか

の基準
きじゅん

） 



第四条
だいよんじょう

 

 公安
こうあん

委員会
いいんかい

は、前条
ぜんじょう

第一項
だいいちこう

の許可
きょか

を受
う

けようとする者
もの

が次
つぎ

の各号
かくごう

のいずれかに

該当
がいとう

するときは、許可
きょか

をしてはならない。 

・・ 

三
さん

 集団的
しゅうだんてき

に、又
また

は常習的
じょうしゅうてき

に暴力的
ぼうりょくてき

不法
ふほう

行為
こ うい

その他
た

の罪
つみ

に当
あ

たる違法
いほう

な行為
こ うい

で

国家
こっか

公安
こうあん

委員会
いいんかい

規則
きそ く

で定
さだ

めるものを行
おこな

うおそれがあると認
みと

めるに足
た

りる相当
そうとう

な理由
り ゆ う

があ

る者
もの

 

・・ 

九
きゅう

 法人
ほうじん

でその役員
やくいん

のうちに第一号
だいいちごう

から第七号
だいしちごう

の二
に

までのいずれかに該当
がいとう

する者
もの

が

あるもの 

 

 

 

 

 

 


